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レ シ ピ
お す す め
JA ふれあい食材

今月のイベント

まかじきのバタぽんムニエル

●材料は2人分が基準になっております。
●盛付例はイメージです。
※�材料の野菜がない場合は家庭にあるお好きな野菜をお
使い下さい。

２月にお届けする材料を使用したレシピです

2月6日	 畜産部� 生乳販売情勢について
2月7日	 園芸部� 営農相談室
2月13日	 生産資材部� 農業機械レンタル事業について
2月14日	 米穀部� 営農相談室
2月20日	 ＪＡライフクリエイト福島　JA葬祭事業について
2月27日	 営農企画部� 農技センター業務について

　「JAぜんのうふくしまだより1月号『今月のイベント』の記載に
誤りがありました。
　深くお詫び申し上げます。　誤：『12月』→正：『1月』　

お詫びと訂正

生産資材部

畜産部

園芸部

作り方

❶�大根はおろし、水菜は3㎝程度に切る。
❷�まかじきに塩コショウを振り、小麦粉を塗す。
❸�フライパンにサラダ油をひき、②を焼く。焼き目がある程度
ついたら、蓋をして中まで火を通す。
❹�火が通ったら、フライパンにバターを溶かし入れ、ポン酢を
加えからめる。
❺�器にまかじき、大根おろし、水菜をのせ、ソースをかけたら
出来上がり。

・�気仙沼産
　まかじき切身	...............２切
・大根.........................１/２本
・水菜...............................1袋
・バター	..........................10g

・ポン酢	..........................適量
・塩コショウ	...................適量
・小麦粉	..........................適量
・サラダ油	...............小さじ2

材　料

東北地方の長期予報
＜予想される向こう１か月の天候＞
　向こう１か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、降
水量等の確率は以下のとおりです。
　東北日本海側では、平年と同様に曇りや雪の日が多いでしょう。東北太
平洋側では、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。
　向こう１か月の平均気温は、平年並または高い確率ともに４０％です。
　週別の気温は、１週目は、高い確率５０％です。２週目は、平年並の確
率５０％です。３～４週目は、平年並または低い確率ともに４０％です。

＜気温、降水量、日照時間、降雪量の各階級の確率 (％ ) ＞
1月 28日～2月27日
【気　　温】

20 40 40
【降 水 量】

30 40 30
【日照時間】

30 40 30
【降�雪�量】

日本海側 30 40 30
＜気温経過の各階級の確率（％ )＞
1月 28日～2月3日

10 40 50
2月 4日～2月10日

20 50 30
2月 11日～2月24日

40 40 20

編
集
後
記

　ラジオ番組「旬の恵みに乾杯」の２月放送テーマは「いちご」。旬
は春ですが、クリスマスケーキの台頭もあり、すっかり冬のイメー
ジですね。２月に入ると一斉にいちごフェアが始まるのも、いちご
の人気の象徴かもしれません。いちごが必要とされる季節に合わせ、
農家さんの努力で、本来の旬を早めて出荷されるからこそ、店頭に
いちご大福が並ぶというわけです。
　さて、スイーツの代表とも言えるいちごですが、今回のラジオ放
送では「お酒に合ういちごの食べ方」をご紹介。毎週月曜日12時
20分から、共演のキリンビールさんと共に「いちご」にまつわる
話題をお届けします。「いちご」がお好きな方はもちろん、「お酒」
のほうが気になる方も、ぜひラジオの放送をお聴き下さいね。

楢
葉
町
「
蛭
田
牧
場
」

約
６
年
ぶ
り
の
原
乳
出
荷

�凡例：　　　低い（少ない）　　　平年並　　　高い（多い）
� （仙台管区気象台　発表）

　

本
県
は
夏
秋
期
の
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
の
国
内
最
大
の
産

地
で
す
が
、
県
内
の
主
力
産
地
に
お
い
て
高
齢
化
に
よ

る
栽
培
面
積
の
減
少
と
猛
暑
に
よ
る
収
量
減
に
よ
り
、

出
荷
量
減
少
の
歯
止
め
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

本
県
と
は
栽
培
の
季
節
が
逆
で
す
が
、
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン

を
盛
ん
に
栽
培
し
て
い
る
鹿
児
島
県
で
は
、
通
常
は
草

丈
が
伸
び
ず
屈
ん
で
収
穫
を
行
う
手
無
し
イ
ン
ゲ
ン

に
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
を
施
す
こ
と
で
、
約
半
年
ほ
ど

の
栽
培
期
間
に
反
収
3
㌧
を
超
す
収
穫
量
を
実
践
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
12
月
に
県
内
主
力
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
の
方
々
と
鹿
児
島
県
を
訪
問
し
、

現
地
圃
場
の
見
学
と
対
策
の
詳
細
に
つ
い
て
、
こ
の
技
術
を
実
践
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

（
鹿
児
島
県
垂
水
市
）
の
イ
ン
ゲ
ン
部
会
長
様
お
よ
び
Ｊ
Ａ
担
当
者
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
は
、
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
の
農
業
産
出
額
が
約
６
億
円
（
本
県
は
約
８
億
円
）
あ
り
、
Ｊ
Ａ

鹿
児
島
き
も
つ
き
で
は
、
冬
春
作
で
あ
る
こ
と
と
桜
島
の
降
灰
対
策
事
業
を
活
用
し
、
イ
ン
ゲ
ン
は

そ
の
多
く
が
施
設
栽
培
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

収
穫
期
間
が
12
月
末
～
5
月
20
日
前
後
の
場
合
は
、
播
種
を
10
月
下
旬
に
実
施
（
直
播
き
）
す

る
そ
う
で
す
が
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
は
、
播
種
か
ら
10
日
前
後
に
本
葉
が
０・５
～
１・５
枚
に
展
開

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
1
回
処
理
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
な
お
、草
丈
を
伸
ば
す
（
節
間
を
伸
ば
す
）

に
は
、
処
理
実
施
後
４
～
５
日
の
温
度
・
湿
度
を
上
げ
る
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
温
度
は
日

中
30
℃
前
後
、
夜
間
は
12
℃
以
上
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
、
湿
度
は
常
に
90
％
以
上
を
確
保
す
る
こ
と

を
念
頭
に
、
ハ
ウ
ス
の
締
切
、
通
路
に
水
を
撒
く
な
ど
の
作
業
を
実
施
す
る
そ
う
で
す
。
節
間
を
伸

ば
す
こ
と
は
作
業
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
花
に
直
接
光
線
が
当
た
り
着
莢
が
良
く
な
り
収
量
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
こ
の
栽
培
方
式
で
の
利
点
だ
と
部
会
長
は
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
部

会
長
は
こ
の
栽
培
で
反
収
３・５
㌧
を
目
標
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
で
は
、
こ
の
栽
培
方
式
を
29
年
度
夏
秋
時
期
に
展
示
圃
を
設
置
し
て
実
証
試
験
を

行
い
、
収
量
ア
ッ
プ
の
検
証
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各
園
芸
セ
ン
タ
ー
よ
り
県
内
Ｊ
Ａ
へ

実
施
要
請
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
生
産
者
の
方
々
へ
情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
技
術
は

下
記
の
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
で
も
概
要
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.s.affrc.go.jp/docs/new

_technology_cultivar/2015/pdf/new
_tech2015.

pdf#page=17

　

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
楢
葉
町
に
あ
る
「
蛭
田
牧
場
」
で
１
月

２４
日
、
原
乳
の
出
荷
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
飼
養
実
証
試
験
や
検
査
を
経
て
、
少
し
ず

つ
確
実
に
安
全
性
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、出
荷
再
開
の
日
を
迎
え
た
蛭
田
博
章
さ
ん
は
、

「
乳
を
搾
る
う
れ
し
さ
」
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
「
安
全
で
お
い
し
い
牛
乳
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に
、
日
々
緊
張
感
と
責
任
を
も
っ
て
営
農
し
て
い
き
た
い
」
と
表
情
を
引
き

締
め
て
い
ま
し
た
。

　

約
６
年
ぶ
り
と
な
る
酪
農
家
の
「
日
常
」
が
蛭
田
牧
場
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
搾
乳
、

餌
や
り
、
除
糞
や
哺
乳
作
業
、
こ
こ
ま
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
の
飼
養
実
証
試
験
で
も

行
っ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
今
日
、
こ
の
日
、
蛭
田
牧
場
に
「
集
乳
車
」
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
震
災
前
は
当
た
り
前
だ
っ
た
酪
農
家
の
日
常
が
、
こ
の
約
６
年
間
蛭
田
牧
場

か
ら
失
わ
れ
た
ま
ま
で
し
た
。

　

今
日
の
こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
は
、
様
々
な
苦
難
、
課
題
が
待
ち
構
え
て
い
ま
し

た
。
原
発
事
故
後
の
避
難
指
示
区
域
内
で
は
、初
め
て
の
原
乳
出
荷
と
な
る
ケ
ー
ス
に
、

再
開
ま
で
の
道
筋
も
全
く
の
手
探
り
状

態
で
し
た
。
そ
ん
な
困
難
な
状
況
で
も
、

「
安
全
な
牛
乳
を
生
産
し
た
い
」
と
い
う

「
信
念
」
と
「
責
任
感
」
が
、こ
の
日
「
集

乳
再
開
」
と
い
う
形
で
よ
う
や
く
実
を

結
び
ま
し
た
。

　

集
乳
さ
れ
た
原
乳
は
、
通
常
の
放
射

性
物
質
検
査
体
制
に
加
え
て
定
期
的
な

自
主
検
査
も
行
い
、
安
全
性
を
担
保
し

て
い
き
ま
す
。「
安
全
で
お
い
し
い
牛
乳

を
生
産
す
る
こ
と
で
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
へ
の
恩
に
報
い
た
い
」
と
い
う

蛭
田
さ
ん
。
集
乳
車
を
見
送
る
そ
の
後

ろ
姿
に
は
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
た
「
酪
農
家
」
の
決
意
が
満
ち

て
い
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
技
術「
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン（
手
無
し
）

ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
栽
培
」
の
ご
紹
介

2月2日 畜産部 和牛繁殖農家全体研修会

2月3日 畜産部 ＪＡグループ養豚飼育者協議会全体研修会

2月8日 営農企画部 担い手支援担当者（TAC)パワーアップ大会

2月8日 園芸部 きゅうり振興セミナー

2月14日 燃料部 JA-SS運営者研修会

2月16日 営農企画部 ＪＧＡＰ産地リーダー養成研修会（～17）

2月17日 畜産部 酪農家全体研修会

2月20日 米穀部 米穀事業推進員会

1株 1本の支柱を立て、外に紐を張り
今後出てくる側枝を支えるそうです。
（収穫後半の４～５月はかなりの繁茂状
態になるそうです。）

笑顔の蛭田さん親子
（左が蛭田博章氏・　右が父親の蛭田公氏）


